
  

『
児
の
そ
ら
寝
』
⑤ 

〈  

古
語
の
特
徴
を
捉
え
る
。 

〉 

   

● 

古
語
と
現
代
語
を
比
べ
て
、
こ
と
ば
の
使
い
方
が
文
法
的
に
違
う
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う
。 

 

 
 

 

１ 

僧
た
ち
、 

宵
の
つ
れ
づ
れ
に
、 

 

「
い
ざ
、
か
い
も
ち
ひ
せ
む
。
」 

  

と
言
ひ
け
る
を
、 

 
 

 

僧
た
ち
が
、
宵
の
退
屈
し
の
ぎ
に
、
「
さ
あ
、
ぼ
た
も
ち
を
作
ろ
う
。
」 

と
言
っ
た
の
を
、 

  
 

 

こ
の
児
、 

心
よ
せ
に
聞
き
け
り
。 

 
 

 

こ
の
児
は 

期
待
し
て
聞
い
た
。 

   
 

 
 

〈 

古
語 

〉 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

           

２ 

さ
り
と
て
、                                                      

し
出
だ
さ
む
を     

待
ち
て
寝
ざ
ら
む
も 

 
 

そ
う
か
と
い
っ
て
、
僧
た
ち
が
ぼ
た
も
ち
を
作
り
上
げ
る
の
を
待
っ
て
寝
な
い
よ
う
な
こ
と
も 

   
 

 
 

 
 

〈 

古
語 

〉 

             

・
僧
た
ち
（
が
） 

・
か
い
も
ち
ひ
（
を
） 

・ 

    

＝
「
が
」
の
省
略 

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

 

・ ・ ・ 

    

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

 



 

 

３ 

「
や
、 

 

な
起
こ
し
た
て
ま
つ
り
そ
。
を
さ
な
き
人
は
、
寝
入
り
た
ま
ひ
に
け
り
。
」 

 
 

「
こ
れ
、
お
起
こ
し
申
し
上
げ
る
な
。
お
さ
な
い
人
は    

寝
入
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
」 

  
 

 

と
言
ふ
声
の
し
け
れ
ば
、
あ
な
、
わ
び
し
と
思
ひ
て 

 
 

 

と
言
う
声
が
し
た
の
で
、
あ
あ
、
困
っ
た
と
思
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 

〈 

古
語 

〉 

 

  

        

※
ま
と
め 

  
 

  

１ 

「
が
」
「   

」
「   

」
「  

 

」
の
省
略
（
＝ 

 
 

 
 

の
省
略
） 

  
 

  

２ 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 
 

 
 

  

３ 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

  
 

  

４ 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

  

「 
 

           

・
な ―

 

そ 

・ ・ 

    

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

＝
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

  



 
● 
品
詞 

  

１
「 
い 
ざ 

」
「  

 
 
 
 

」
「 

  
 
 
 

」
「 

  
 
 
 

」 

 
 
 
 
 

 

    

（ 
 
 
 
 
 

）
詞 

 

＝ 

感
動
や
応
答
、
呼
び
か
け
を
表
す
語 

  

古
語 

・
・
・ 

あ
あ
、
あ
は
れ
、
あ
っ
ぱ
れ
、
い
や 

 

現
代
語
・
・
・
（ 

 
 
 
 

）
（ 

 
 
 
 

）
（ 

 
 
 
 

） 
 

 

 

２
「 

さ
り
と
て 

」 

 
 
 
 

 

    

（ 
 
 
 
 
 

）
詞 

 

＝ 

文
と
文
、
語
と
語
な
ど
を
つ
な
ぐ
語 

 

＊
「 

～
し
け
れ
ば 

」
の
「 

ば 

」
は
？ 

  

古
語 

・
・
・ 

か
く
て
、
さ
れ
ど
、
ゆ
ゑ
に
、
ま
た
、
な
ほ 

 

現
代
語
・
・
・
（ 

 
 
 
 

）
（ 

 
 
 
 

）
（ 

 
 
 
 

） 
 

 

 

※ 

古
語
の
品
詞 

・
・
・ 

現
代
語
と
同
じ 

十
種
類 

 

（
教
科
書
二
三
六
～
二
三
七
ペ
ー
ジ
、
便
覧
四
七
八
～
四
八
八
ペ
ー
ジ
参
照
） 

  

● 

活
用 

  

を
さ
な
し
／
お
さ
な
い 

 
 
 

思
ふ 

 
 
 

待
つ 

 
 
 

言
ふ 

 
 
 

聞
く 

 
 

  
 
 

（
人
） 

 
 
 
 

（
て
） 

 
 
 
 

（
て
） 

 
 
 

  

（
け
る
） 

 
  

聞 

き
（
け
り
） 

 
 
 
 
 
 

（
人
） 

 
  

 
 
 

（
て
） 

    
  

  

（
て
） 

 
 
  

 
 

（
た
） 

 
 
 

聞 

い
（
た
） 

＝ 

 

＝ 

 

  
 

〈 

古
語 

〉 
 

 
 

 

〈 

現
代
語 

〉 


